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ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ（もったいない）

その① 自分で考える夏休みに！
長い夏休み、様々な体験や読書、自由研究などにも取り

組み、「自分で考える夏休みに！」にしてほしいと思いま

す。裏面にも紹介しましたが、この夏は、火星の大接近や

ペルセウス流星群の極大日が月の新月と重なり、大阪でも

流星が期待できます。親子でも、夜空を観てください。

その② 早寝早起きで有意義な一日を！
早寝早起きで、規則正しい生活をすることは、身体にも

とても良いです。

そして、午前中の涼しい内に宿題や手伝いをすると、午

後の時間を、有意義にたっぷり使えます。

その③ 大切な命を守ろう！
最後に、一番大切なこととして、「大切な命を守ろう！」

と呼びかけました。

今から１１年前、交通事故で子どもさんを亡くされた、

風見しんごさんの手紙を紹介しました。先日、松原市の子

どもを守る防犯教室でも紹介されていました。

交通ルールを守るだけでなく、車や自転車にも十分気を

つけること、そして、子どもだけで池や川で遊ばないよう

に指導しました。また、熱中症にも気をつけるよう、注意

を促しました。

最後に、大泉緑地の噴水横のゴリラちゃんの、七夕の短

冊に書いた「２学期みんな元気でスタートできますよう

に！」の願い事を、確認しました。

夏休みがんばってほしいこと！夏休みがんばってほしいこと！
明日より、９月２日までの４４日間の長い夏休みが始まります。

本日の終業式で、たくさんのスライドを使い、「夏休みがんばっ

てほしいこと」として、３つのことを伝えました。

概略をお伝えします。



世界が絶賛！チームＪＡＰＡＮ
ワールドカップ・ベルギー戦の敗戦後、日

本チームのロッカールームの写真が、大会関

係者によって、ツイッターに投稿された。

ゴミ一つ落ちていないロッカールームのテ

ーブルの上に「スパシーバ」とロシア語で「あ

りがとう」を意味する単語を書き込んだカー

ドと、青い紙で折った折り鶴のようなものも

置かれていたそうだ。

この投稿に、日本代表のマナーを称えるコ

メントが世界中から殺到。「彼らから多くのこと

を学んだ」「日本人の姿勢は最高だ」「Ａｒｉｇａｔｏ」などの言葉が並んだ。

また、試合後の観客席を清掃する日本サポーターと併せ、「彼らのチーム、観客

の両方が偉大な代表だ」とする書き込みもあったそうだ。スポーツの素晴らしさ

と共に、人間として大切なことも学べた、誇らしい大会になった。

日本代表チーム
敗北後のロッカールーム

夜空を楽しもう
火星大接近！

今年は、１５年ぶりに火星が大接近し
ています。９月頃まで、マイナス２等級
を超え、観察しやすい時期が長く続きま
す。夏から秋にかけて、赤く明るく輝く
火星を楽しみましょう。
７月下旬には、１９時頃に昇り、真夜

中には南東から南の空でひときわ明るく
輝きます。
火星の自転軸は２５度ほど傾いている

ため、地球と同じように四季の変化が見
られます。また、火星は生命が存在でき
る可能性があることから、ＳＦ小説にも
「火星人」が描かれてきました。
そんなことにも、思いをはせながら、

赤い星・火星を楽しんでみましょう！

流星を楽しもう！
ペルセウス流星群
三大流星群の一つ、ペルセウス流星

群を観るのに、今年は絶好のチャンス
です。８月１３日の極大日前後が、新
月とも重なっています。
暗いところでは、１時間に４０個ほ

どの流星を肉眼で観ることができると
いわれています。
極大日の前後、８月１２日～１４日

頃まで、今年は観測条件がいいので、
大阪でも、星が見える場所では見える
のではないでしょうか？
田舎などに帰省される方は、是非、

夜空を眺めてください。夜空に流れる
星に感動することでしょう。感動して
願い事を祈るのを忘れてしまいます。


